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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，青少年における健康の社会的決定要因として，ソーシャル・キャピタルが
有用なのかというリサーチクエスチョンに応えることである。まず，高校生を対象に学校・近隣における認知的・構造
的ソーシャル・キャピタル尺度を開発し，妥当性と信頼性を確認した。次に，大規模質問紙調査により，個人レベルの
学校・近隣ソーシャル・キャピタルが健康指標と予防的な関連を示すこと，学校レベルのソーシャル・キャピタルは健
康指標に対して部分的に文脈効果を持つこと，個人レベルのソーシャル・キャピタルに地域差がみられたものの，いず
れの地域も，学校における認知的ソーシャル・キャピタルが健康指標と強く関連するという知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore whether social capital might be an effective concept 
as one of social determinants of health among youth. First, we newly developed a measurement of social 
capital at school and neighborhood in youth and verified the psychometric properties of the scale. 
Secondary, we conducted a large-scale questionnaire survey to examine the association between social 
capital and health among youth in three regions, i.e., Okinawa, Saga, and Ibaraki. The findings showed 
that the individual-level social capital at school and neighborhood was positively associated with health 
and health-related behaviors. Using multi-level modelling, the contextual effect of social capital at 
school on youth health was partly observed. Although the levels of social capital differed by regions, 
there were similar cross-regional patterns in relationships with more consistent links between cognitive 
social capital at school and health than between other types of social capital and health.

研究分野： 学校保健，公衆衛生，社会疫学

キーワード： 学校保健　社会疫学　ソーシャル・キャピタル　社会的決定要因
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１． 研究開始当初の背景 
 近年，社会疫学の発展にともなって，社会
経済的環境や心理社会的環境といった人々
を取り巻く社会環境要因が健康を決定する
要因として大きな役割を果たすことが明ら
かになってきた。ヘルスプロモーションを推
進するためには，健康知識や態度，健康行動
といった個人レベルの要因だけでなく，その
根本的原因ともなり得る集団レベルの社会
的決定要因へのアプローチが重要となる。青
少年の場合，日中の大半を過ごす学校は重要
な社会集団であり，そのコンテキストにおけ
る様々な経験は，彼らの人格形成や学業成績
だけでなく健康状態にも大きな影響を及ぼ
すものと思われる。これまでに我々は，青少
年における健康の社会的決定要因の一つと
して，学校満足や学校関連ストレスなどの心
理社会的学校環境要因に着目し，それらが青
少年の主観的健康，客観的健康，健康関連行
動と関連していることを明らかにしてきた。
また，心理社会的要因は個人レベルと学校や
学級などの集団レベルからなる多重レベル
の特性として捉えられることから，マルチレ
ベル分析を用いてこれらの影響を同時に検
討したところ，社会経済状態等の個人レベル
要因を調整しても集団レベルの心理社会的
要因が生徒個人の健康状態や健康関連行動
と関係していることが示された。これらの研
究結果は，個人の特性だけでは説明できない
何らかの効果を集団レベルの要因が有して
いることを意味する。すなわち，学校力とも
いうべき学校集団の持つ力が重要な健康の
社会的決定要因となる可能性を示唆するも
のである。 
 一方，健康の社会的決定要因の一つとして，
ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）が
最近，注目を集めており，国内外の研究によ
り，ソーシャル・キャピタルと健康指標との
間に関連がみられることが報告されている。
ソーシャル・キャピタルには様々な定義があ
るが，一般的には，人々やグループ間の協力
を容易にさせる信頼，互酬性の規範，ネット
ワークといった社会的資源のことで，個人レ
ベルおよび集団レベルの特性として測定さ
れる。ソーシャル・キャピタルが豊かな社会
は，健康に関する規範も高くなり，健康情報
が伝わりやすく，人々が助け合い，心理社会
的ストレスも少なくなるために，人々の健康
状態も良好になると考えられている。また，
健康の社会格差を緩衝する要因になるとも
仮定されている。これらの仮説が青少年の場
合にも当てはまると考えても必ずしも的外
れではないだろう。 
 本研究は，これまでの研究を発展させ，青
少年の社会関係を表す指標としてソーシャ
ル・キャピタル概念を適用し，青少年におけ
る社会関係と健康との関連を明らかにする
ものである。ただ，先行研究は大人を対象と
して検討されてきたものがほとんどで，青少
年のソーシャル・キャピタルの測定および健

康影響に関する研究はきわめて乏しい。また，
青少年のソーシャル・キャピタルについては
次のような問題点が指摘されている。 
 第一に，ソーシャル・キャピタルの評定者
の問題がある。先行研究で用いられた評定方
法は親や地域住民などの大人による他者評
価がほとんどである。これらは大人の視点や
先入観に偏った概念を測定している可能性
があるために，コミュニティに対する若者自
身の評定による測定が望まれる。 
 第二に，準拠する集団の問題がある。大人
の研究の多くは地理的な準拠地域を用いて
いるが，青少年の場合，家族，学校，近隣な
どの社会的空間が彼らの日常を反映したコ
ミュニティとみなすことができる。中でも学
校は，前述した我々の研究結果や，家庭や近
隣地域との橋渡しの役割を果たしているこ
と等を併せ考えると，若者の社会関係にとっ
て最も重要なコミュニティ集団となる。一方，
ソーシャル・キャピタルは個人レベルおよび
集団レベルの特性とされているが，青少年を
対象にマルチレベル分析を用いて，両レベル
のソーシャル・キャピタルの健康影響を同時
に評価した研究は多くない。 
 第三に，ソーシャル・キャピタルの構成要
素やその健康影響は性，年齢，文化的，地域
的背景によって異なる可能性が指摘されて
いるが，国内外の青少年についてこれらを比
較した研究は皆無である。欧米で考えられた
指標が必ずしも日本人に適切であるという
保証もない。その地域や文化に特有なソーシ
ャル・キャピタル概念をどう捉え，どのよう
に健康と関連するのかについてはさらなる
研究が必要とされる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，青少年における健康の社
会的決定要因として，ソーシャル・キャピタ
ル（社会関係資本）が有用なのかというリサ
ーチクエスチョンに応えることであり，具体
的には，高校生を対象に以下の課題について
検討を行う。 
 
(1) 青少年のソーシャル・キャピタル概念の

整理と測定ツールの開発 
(2) 青少年のソーシャル・キャピタルと健康

指標との関連性についての実証的分析お
よびそれらに関する地域比較 

 
３．研究の方法 
(1) 平成 23 年度 
 青少年のソーシャル・キャピタルと健康に
関する先行研究についてのレビューから，青
少年のソーシャル・キャピタル指標として，
内容的に適切と考えられる学校および近隣
における認知的ソーシャル・キャピタル項目
と構造的ソーシャル・キャピタル項目を抽出
し予備調査票を作成した。研究代表者･分担
者の研究フィールドから，沖縄の高校 2 校，
茨城の高校 2 校，佐賀の高校 2 校を選出して



計37学級に在籍する生徒1362名を便宜的標
本として，無記名自記式の質問紙調査を行っ
た。安定性を検討するために，協力校 1 校の
生徒 118 名を再テストの対象とし，個人を同
定できない方法を用いて 2週間間隔で追跡調
査した。調査の際，対象生徒ならびに学校か
ら口頭によるインフォームド･コンセントを
受けた。 
 
(2) 平成 24 年度 
沖縄と本土（九州および関東地域）の高校

生を対象に，各標本におけるソーシャル・キ
ャピタルと健康関連指標との関連性につい
て検討するために，サンプリング調査を実施
した。対象地域は，研究代表者・分担者の研
究フィールドである沖縄県，佐賀県，茨城県
である。沖縄県の高校 30 校の生徒 3386 名，
佐賀県の高校 9 校の生徒 911 名，茨城県の高
校 7 校の生徒 486 名を標本として，学級にお
ける無記名自記式質問紙調査を行った。調査
の際，対象生徒ならびに学校から口頭による
インフォームド･コンセントを受けた。ソー
シャル・キャピタル測定は，前年度に作成し
た学校・近隣の認知的・構造的ソーシャル・
キャピタル尺度を用いた。主な健康関連指標
は，主観的健康，主観的幸福，自覚症状，抑
うつ症状，健康関連行動等である。 
なお，平成 23･24 年度の研究計画は琉球大

学疫学研究倫理審査委員会の承認を得てい
る。 
 
(3) 平成 25 年度 
 本年度は平成 24 年度のサンプリング調査
で得たデータセットをもとに，青少年のソー
シャル・キャピタルと健康関連指標との関連
性について，個人レベルと集団レベルの両方
を考慮した分析モデルを用いてデータ解析
を行った。 
 
(4) 平成 26 年度 
 本年度は前年度と同様のデータセットを
用いて，青少年のソーシャル・キャピタルレ
ベル，およびソーシャル・キャピタルと健康
関連指標の関連性について，地域比較を目論
んだ分析を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 23 年度 
 本年度は，青少年の学校や近隣におけるソ
ーシャル・キャピタル尺度を作成し，その妥
当性・信頼性を検証することを目的とした。 
 沖縄県，茨城県，佐賀県高校生の便宜的標
本 1362 名を対象に因子分析を行ったところ，
青少年の認知的ソーシャル・キャピタル尺度
は，生徒への信頼や互酬性や教員への信頼を
含む学校の認知的ソーシャル・キャピタルと，
近隣への信頼や互酬性を含む近隣の認知的
ソーシャル・キャピタルから構成されること
を示した。本尺度の Cronbach のα係数は
0.92～0.94 で内的整合性は高く，再テスト信

頼性係数は 0.48～0.81 で十分な安定性を示
した。認知的ソーシャル・キャピタル尺度は，
学校や近隣の安全性あるいは健康関連指標
と予期された方向の関連を示したことから，
尺度の基準関連妥当性が認められた。学校に
おける構造的ソーシャル・キャピタルは身体
活動とのみ，また，近隣における構造的ソー
シャル・キャピタルは近隣安全性とのみ関連
を示した。 
 結論として，青少年のソーシャル・キャピ
タル尺度のほとんどは適当な妥当性と信頼
性を有することが示唆された。しかし，構造
的ソーシャル・キャピタル尺度の妥当性は決
定的ではなかった。 
 沖縄県，茨城県，佐賀県高校生の便宜的標
本 1362 名を対象に，個人レベルの社会的信
頼および互酬性と主観的健康･幸福との関連
を検討したところ，単変量解析では，社会的
信頼および互酬性と主観的健康･幸福は有意
な正の関連を示した。属性，親の学歴，家族
構成等を調整した後，社会的信頼と主観的健
康･幸福との関連の強さはほとんど変化がな
かったが，互酬性と主観的健康･幸福との関
連は弱くなり有意ではなくなった。高校生の
健康にとって，特に社会的信頼の役割が大き
いと言える。 
 
(2) 平成 24 年度 
 沖縄県全域から確率比例抽出した高校生
3386 名のデータを用いて基本的な解析を実
施した。前年度に作成した青少年のソーシャ
ル・キャピタル尺度（学校の認知的ソーシャ
ル・キャピタル，近隣の認知的ソーシャル・
キャピタル，学校の構造的ソーシャル・キャ
ピタル，近隣の構造的ソーシャル・キャピタ
ル）と健康関連変数（主観的健康，主観的幸
福，抑うつ，自覚症状）との相関係数を求め
たところ，学校の認知的ソーシャル・キャピ
タルと近隣の認知的ソーシャル・キャピタル
は健康関連変数とある程度の強さの予期さ
れた方向性の相関を認めた。しかし，学校の
構造的ソーシャル・キャピタルと近隣の構造
的ソーシャル・キャピタルは健康関連変数と
の間に弱い関連しかみられなかった。本知見
は，認知的ソーシャル・キャピタルが構造的
ソーシャル・キャピタルより健康関連指標と
の関連が強いという先行研究の知見を支持
した。 
同様に，沖縄県の高校生のデータを用いて，

個人の認知レベルからみた学校・近隣ソーシ
ャル・キャピタルと健康関連行動（現在喫煙，
現在飲酒，性交経験，身体活動）との関連を
検討した。学校ソーシャル・キャピタルは健
康関連行動と総じて予防的な関連がみられ，
学校ソーシャル・キャピタルの認知レベルの
高い生徒は健康的な行動をとる傾向にあっ
た。この結果は調整変数を投入した後も変わ
らなかった。近隣ソーシャル・キャピタルは
喫煙との関連は有意ではなかったが，他の行
動とは予防的な関連を示した。しかし，調整



変数投入後，身体活動のみ有意な関連を示し
た。以上から，高校生の健康関連行動改善に
とって個人レベルの学校ソーシャル・キャピ
タルは重要な役割を果たすと思われる。 
 
(3) 平成 25 年度 
 沖縄県全域から確率比例抽出した高校生
3386 名のデータを用いて，個人レベルおよ
び学校レベルのソーシャル･キャピタルを説
明変数，個人レベルの健康関連指標を目的変
数としたマルチレベル分析を実施した。その
際，学校をレベル 2 としたランダム切片モデ
ルを採用した。説明変数を含まないヌルモデ
ルで，健康関連指標における学校レベルの級
内相関係数（ICC）を算出したところ，1.3%
～26%の大きさの ICC が認められた。結果と
して，個人レベル要因および学校レベル要因
を同時に投入した後も，学校レベルの認知的
ソーシャル・キャピタルは主観的健康や健康
関連行動など多くの健康指標と関連してい
た。一方，学校レベルの構造的ソーシャル・
キャピタルは喫煙とのみ関連していた。以上
のように，学校におけるソーシャル・キャピ
タルは青少年の健康関連指標に対して部分
的に文脈効果を持つことを示唆する知見を
得た。 
 
(4) 平成 26 年度 
ソーシャル・キャピタルは集団の社会的文

脈の中で生じることから，その背景によって
ソーシャル・キャピタルのレベルや健康影響
の程度も異なることが推測される。沖縄は地
理・歴史・文化的な特徴からユニークな社会
的文脈を持ち，その中で醸成された豊かなソ
ーシャル・キャピタルが沖縄の高齢者の健康
長寿の一要因となると考えられているが，こ
の仮説が若者に当てはまるのかどうかは不
明である。本年度は，沖縄，佐賀，茨城の高
校生を対象に，個人レベルの学校･近隣ソー
シャル・キャピタルと主観的健康との関連に
ついて県別に比較検討した。 
結果として，主観的健康は沖縄が高く，学

校認知的ソーシャル・キャピタルは沖縄，茨
城，佐賀の順で高く，近隣認知的ソーシャ
ル・キャピタルは佐賀が高く，学校構造的ソ
ーシャル・キャピタルは沖縄が低く，近隣構
造的ソーシャル・キャピタルは差が認められ
なかった。重回帰分析の結果，決定係数が低
いという限界があるが，3 県とも主観的健康
は，構造的ソーシャル・キャピタルよりも認
知的ソーシャル・キャピタルに規定されてお
り，その中でも学校における認知的ソーシャ
ル・キャピタルの規定力が強いことが示され
た。 
結論として，個人レベルのソーシャル・キ

ャピタルの高低に地域差がみられたものの，
地域に関係なく，高校生の健康に対して学校
および近隣の認知的ソーシャル・キャピタル
は重要な役割を果たすものと思われる。 
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